
資料９－２

第８回審議会意見への対応一覧
基本施策 NO. 施策名 意見等 回答／対応の方向性

2-4
循環型社会の
形成

33
ごみの発生抑
制と資源化の
推進

― ―

3-7
学校教育の充
実

50
教育環境の充
実

― ―

51
教育・指導内容
の充実

「ふるさと学習」の具体的な進め方につい
て、施策指標や施策の方向性の中で記載
しては。

「施策の方向性｣に追記した。

市立幼稚園に関する記述について、将来
の廃園という観点から、疑問を感じる人も
いるのでは。

市立幼稚園は、平成30年度から平成34年
度にかけて順次廃園となる予定ですが、
園児が通園している間の教育目標等の設
定は必要と考えます。

52
学校給食の充
実

「市民に期待すること、協働で取り組むこ
と」で「学校や保護者会などと連携し」とあ
るが、「保護者会」は「ＰＴＡ」としたほうが
理解されやすいのでは。

指摘を踏まえ、PTAに修正。

給食の食べ残しについて、「現状と課題」
に家庭も巻き込んで減らしていくという表
現を追加してほしい。

指摘を踏まえ、「現状と課題」に追記。

53
児童生徒の健
康づくりの推進

― ―

54
学校施設の保
全

「主要な事務事業」で、「小学校の校庭芝
生化を進めます」とあるが、現状よりも芝
生化する学校を増やすということか。適切
な表現にすべき。

課題を整理しながら方向性定めていく旨の
表記に修正した。

5-1
市民の参画意
欲を高める市
政運営

76
広報活動・情報
公開の充実

― ―

77
広聴活動の充
実

― ―
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基本施策 NO. 施策名 意見等 回答／対応の方向性

5-2
経営的な視点
に立った市政
運営

78

計画の着実な
推進に向けたＰ
ＤＣＡサイクル
の充実

― ―

79
長期的視点に
立った公共資
産の維持・活用

公園に民間のカフェを入れるなど、公園の
あり方を変えていくような取組を進めては
どうか。

→施策２８「緑のまちづくりの推進」の｢現
状と課題｣及び「施策の方向性」に追記。

施策８１の「公共資産」が対象とする範囲
（公共施設マネジメントの範囲）を明確にす
べき。

ご意見を踏まえ、｢現状と課題｣に例示をす
ることで範囲を明確にした。

80

市民ニーズや
行政課題に的
確に対応できる
人材の育成

「めざす姿」の、「市民から愛着をもたれる
市職員」は「市民から愛される市職員」とし
たほうが、語感がよいのでは。

ご意見を踏まえ、「市民から愛される市職
員」とした。

5-3
継続的かつ安
定的な市政運
営

81
安定的な行政
サービスの提
供

― ―

82
情報通信技術
の活用

施策指標「情報セキュリティ監査実施率」
は100％であって当然のものであり、目標
としてそぐわないのでは。

ご意見を踏まえ削除した。

5-4
健全財政によ
る持続可能な
市政運営

83
持続可能な財
政運営

― ―
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(前段部分)
意見等 対応

主要課題①～⑨の位置づけは極めて適切であり、特に①～③が重要だということを
起草委員会でも議論してきたが、重点プロジェクトにそれが反映されていない。府中
市としても将来世代への積極的な投資、支えを重要視しているというメッセージを発
して頂きたい。
プロジェクト名そのものを変えてもいいのではないか。

プロジェクト４の名称については、主要課題にある「持続可能なまちの基盤をつく
る」、「若い世代の出産・子育ての希望をかなえる社会の実現」などの視点を踏まえ、
もう少しフィットする表現を検討する作業は必要かもしれない。

重点プロジェクト４が先頭にくるよう、重点プロジェクトの順番を変えてはどうか。
プロジェクト４の中の重点事業①～③の並び順を、ライフステージに合わせ、③→①
→②の順に入れ替えてはどうか。

重点プロジェクトの順番については、総合計画８年の連続性という点から、変えるべ
きではない。

重点プロジェクトの掲載順には序列はなく、あくまでも柱という位置付けなので、柱は
ある程度残しながら、重点プロジェクトの内容については進化させていくという考え方
でよいのでは。

重点プロジェクトには優劣はつけず、アピールのしかたという観点から、文言整理を
することでよいのでは。

枠組みはこのままで、市のメッセージとして、子ども等を重視することをきちんと伝え
ることは重要。

プロジェクト４の名称「健康で元気なまちづくり」は「健康で明るい元気なまちづくり」と
してはどうか。

プロジェクト４の冒頭、「少子高齢化や社会の成熟化が進む中」という表現は、「少子
高齢社会など社会の成熟化が進む中」とすべき。

指摘を踏まえ、修正した。

ページの下のグラフについて、凡例の並び順とグラフ項目の並び順を合わせるべ
き。

指摘を踏まえ、修正した。

・重点プロジェクトの順番は
変更しない。

・重点プロジェクト４の重点
事業の掲載順を③①②に
変更する。

・重点プロジェクト４の名称
については、前期基本計画
との連続性を考慮し、変更
しない。

・重点プロジェクト４の記述
に、主要課題や将来世代へ
の投資･支えを重視する姿
勢を反映。
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